
最
近
、
水
道
水
の
汚
染
な

ど
の
環
境
問
題
や
健
康
問
題

と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
使

わ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
が

消
火
薬
剤
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

の
問
題
と
消
火
薬
剤
と
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
や
経
緯
、
今
後
の
課
題
な

ど
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
は

何
かＰ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ペ
ル
フ
ル
オ

ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
）

も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ペ
ル
フ
ル
オ

ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）
も
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
一
種
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
と
は
、「
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ア

ル
キ
ル
化
合
物
」と「
ポ
リ
フ

ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル
化
合
物
」

の
総
称
で
、
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
炭
素
と
フ
ッ
素
の
結

合
を
も
つ
有
機
化
合
物
）
の

一
種
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

中
に
は
撥
水
性
、
撥
油
性
、

耐
熱
性
、
耐
薬
品
性
な
ど
に

す
ぐ
れ
た
性
質
を
持
つ
も
の

が
あ
り
、
撥
水
・
撥
油
剤
、

界
面
活
性
剤
、
半
導
体
用
反

射
防
止
剤
等
の
幅
広
い
用
途

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
又
は
そ
の

塩
」
は
、
主
に
半
導
体
用
反

射
防
止
剤
、
レ
ジ
ス
ト
、
金

属
メ
ッ
キ
処
理
剤
、
泡
消
火

薬
剤
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
又
は

そ
の
塩
」
は
、
主
に
フ
ッ
素

ポ
リ
マ
ー
加
工
助
剤
、
界
面

活
性
剤
、
泡
消
火
薬
剤
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

他
に
、
ま
だ
聞
き
慣
れ
な
い

が
「
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
（
ペ
ル
フ

ル
オ
ロ
ヘ
キ
サ
ン
ス
ル
ホ
ン

酸
）
若
し
く
は
そ
の
異
性
体

又
は
こ
れ
ら
の
塩
」
も
最
近

注
目
さ
れ
て
お
り
、
主
に
金

属
メ
ッ
キ
、織
物
、革
製
品
、

研
磨
剤
、
洗
浄
剤
、
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
、
泡
消
火
薬
剤
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関

す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約

（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
）

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
は
、
国
連

環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）の
一

環
と
し
て
検
討
と
交
渉
が
行

わ
れ
て
き
た
国
際
条
約
の
一

つ
で
あ
る
。
環
境
残
留
性
、

生
物
蓄
積
性
及
び
人
や
生
物

へ
の
毒
性
が
高
く
、
長
距
離

移
動
性
が
懸
念
さ
れ
る
残
留

性
有
機
汚
染
物
質
（
代
表
的

な
も
の
は
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）、Ｄ
Ｄ
Ｔ
等

で
、
い
わ
ゆ
る
「
環
境
ホ
ル

モ
ン
」
な
ど
も
含
ま
れ
る
）

の
製
造
及
び
使
用
の
廃
絶
・

制
限
、
排
出
の
削
減
及
び
こ

れ
ら
の
物
質
を
含
む
廃
棄
物

等
の
適
正
処
理
等
を
規
定
し

て
い
る
。
01
年
５
月
に
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た

外
交
会
議
に
お
い
て
採
択
さ

れ
、
02
年
８
月
に
日
本
も
批

准
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
で
は
、
現

在
ま
で
に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
う

ち
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

及
び
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
が
製
造
等

の
禁
止
（
ま
た
は
制
限
）
の

対
象
物
質
（
以
下
「
禁
止
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
」）と
さ
れ
て
お
り
、

今
後
拡
大
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
化
審
法
）

国
際
条
約
を
批
准
す
る

と
、
そ
の
条
約
で
定
め
ら
れ

て
い
る
内
容
を
、
国
内
法
で

担
保
し
な
け
れ
ば
な
な
い
。

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
の
場
合
、「
化

学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
化

審
法
）」が
そ
の
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

化
審
法
は
、
人
の
健
康
を

損
な
う
お
そ
れ
又
は
動
植
物

の
生
息
・
生
育
に
支
障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
化
学
物

質
に
つ
い
て
、事
前
審
査
、性

状
等
（
分
解
性
、
毒
性
等
）

に
応
じ
た
製
造
・
使
用
規
制

等
に
よ
り
、
環
境
の
汚
染
を

防
止
す
る
た
め
の
法
律
で
あ

る
。化

審
法
に
基
づ
き
「
第
一

種
特
定
化
学
物
質
」
に
指
定

さ
れ
る
と
、
製
造
又
は
輸
入

の
許
可
（
原
則
禁
止
）、使
用

の
制
限
、
政
令
指
定
製
品
の

輸
入
制
限
や
第
一
種
取
扱
事

業
者
に
対
す
る
取
扱
に
関
す

る
基
準
適
合
義
務
等
が
適
用

に
な
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
を
踏
ま

え
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
う
ち
、「
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
又
は
そ
の
塩
」
は
10

年
に
、「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
又
は
そ

の
塩
」
は
21
年
に
、「
Ｐ
Ｆ

Ｈ
ｘ
Ｓ
若
し
く
は
そ
の
異
性

体
又
は
こ
れ
ら
の
塩
」
は
24

年
（
今
年
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
第
一
種
特
定
化
学
物
質
」

に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

物
質
は
、
こ
れ
ま
で
便
利
に

使
わ
れ
て
来
た
だ
け
に
、
そ

の
影
響
は
各
方
面
に
及
ん
で

い
る
。

禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま
れ
る

消
火
薬
剤

消
火
器
用
消
火
薬
剤
に

は
、酸
ア
ル
カ
リ
、強
化
液
、

泡
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
、
粉
末

の
各
消
火
薬
剤
が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
、
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
の
は
、
強
化
液
消
火
薬

剤
と
泡
消
火
薬
剤
の
２
種
類

で
あ
る
。
家
庭
用
や
事
務
所

用
の
消
火
器
の
大
部
分
を
占

め
る
粉
末
消
火
器
の
消
火
薬

剤
に
は
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
含

ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
と
り

あ
え
ず
安
心
し
て
よ
い
。
強

化
液
（
中
性
）
消
火
薬
剤
を

用
い
た
天
ぷ
ら
油
火
災
用
等

の
消
火
器
は
、
一
部
の
も
の

に
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
気

に
な
る
方
は
（
一
社
）
日
本

消
火
器
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
メ
ー
カ
ー
や
型
式
を

表
示
し
た
一
覧
表
が
公
表
さ

れ
て
い
る
の
で
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

危
険
物
施
設
や
駐
車
場
な

ど
業
務
用
の
消
火
設
備
に
用

い
ら
れ
て
い
る
消
火
薬
剤
に

は
、
泡
、
粉
末
の
ほ
か
ガ
ス

系
の
二
酸
化
炭
素
、
窒
素
、

ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
な
ど
が
あ
る

が
、
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の

は
泡
消
火
薬
剤
で
あ
る
。

泡
消
火
薬
剤
は
、
基
剤
に

泡
安
定
剤
そ
の
他
の
薬
剤
を

添
加
し
た
液
状
の
も
の
で
、

水（
海
水
を
含
む
）と
一
定
の

濃
度
に
混
合
し
、
空
気
又
は

不
活
性
気
体
を
機
械
的
に
混

入
し
て
泡
を
発
生
さ
せ
、
消

火
に
使
用
す
る
も
の
で
、
た

ん
白
、
合
成
界
面
活
性
剤
、

水
性
膜
の
３
種
類
が
あ
る
。

た
ん
白
泡
消
火
薬
剤
は
、

た
ん
白
質
を
加
水
分
解
し
た

も
の
を
基
剤
と
す
る
も
の

で
、
泡
の
持
続
安
定
性
、
耐

熱
性
に
優
れ
て
い
る
が
、
流

動
展
開
性
等
が
劣
る
と
さ
れ

て
お
り
、
石
油
タ
ン
ク
等
の

危
険
物
施
設
で
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
。

合
成
界
面
活
性
剤
泡
消
火

薬
剤
は
、
合
成
界
面
活
性
剤

を
基
剤
と
す
る
も
の
で
、
発

泡
性
能
に
優
れ
る
反
面
、
耐

熱
性
や
耐
油
汚
損
性
が
劣
る

と
さ
れ
て
お
り
、
高
発
泡
用

の
泡
消
火
薬
剤
と
し
て
航
空

機
の
格
納
庫
等
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

水
成
膜
泡
消
火
薬
剤
は
、

合
成
界
面
活
性
剤
を
基
剤
と

し
、
フ
ッ
素
系
界
面
活
性
剤

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
を
添
加
す
る

こ
と
に
よ
り
流
動
展
開
性
や

耐
油
汚
損
性
を
向
上
さ
せ
て

油
面
上
に
水
成
膜
を
生
成
す

る
も
の
で
、
駐
車
場
用
の
泡

消
火
設
備
に
多
く
使
用
さ
れ

て
い
る
。

禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま
れ
る

消
火
薬
剤
に
対
す
る
規
制

前
述
の
よ
う
に
、「
第
一
種

特
定
化
学
物
質
」
に
指
定
さ

れ
た
物
質
は
原
則
と
し
て
製

造
等
が
禁
止
さ
れ
る
た
め
、

指
定
時
以
降
に
製
造
さ
れ
た

消
火
薬
剤
に
は
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
問

題
は
、
指
定
以
前
に
製
造
さ

れ
、
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火

薬
剤
の
処
理
を
ど
う
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
が
「
第
一
種
特
定
化
学

物
質
」
に
指
定
さ
れ
た
10
年

９
月
に
、
総
務
省
、
厚
生
労

働
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
関

係
６
省
庁
に
よ
り
合
同
の

「
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製

造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律

施
行
令
附
則
第
三
項
の
表
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
又
は
そ
の
塩
の
項
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
又
は
そ
の
塩
の
項

又
は
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
若
し
く
は

そ
の
異
性
体
又
は
こ
れ
ら
の

塩
の
項
に
規
定
す
る
消
火

器
、
消
火
器
用
消
火
薬
剤
及

び
泡
消
火
薬
剤
に
関
す
る
技

状
況
や
措
置
の
概
要
を
都
道

府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

た
。
意
図
的
な
排
出
（
消
火

に
伴
う
排
出
等
）
は
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
が
、
で
き
る

だ
け
届
出
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
を
含
む
泡
消

火
剤
の
廃
棄
に
あ
た
っ
て

は
、
22
年
９
月
に
環
境
省
の

廃
棄
物
規
制
課
が
定
め
た

「
廃
棄
物
処
理
法
及
び
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
含
有
廃

棄
物
の
処
理
に
関
す
る
技
術

的
留
意
事
項
」
に
基
づ
き
、

適
正
に
保
管
や
収
集
運
搬
、

委
託
処
理
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
技
術

的
留
意
事
項
で
は
、
当
該
廃

棄
物
の
処
理
方
法
と
し
て
焼

却
処
理
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
含
有
廃

棄
物
：
約
８
５
０
℃
以
上
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
含
有
廃
棄
物
：
約

１
，０
０
０
℃
以
上（
約
１
，

１
０
０
℃
以
上
を
推
奨
））が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
安
全
か

つ
確
実
に
分
解
処
理
す
る
こ

術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令

（
現
行
）」
が
定
め
ら
れ
、そ

の
後
、
規
制
が
強
化
さ
れ
る

た
び
に
適
宜
改
正
さ
れ
て
き

た
。こ

の
省
令
で
は
、「
消
火

器
、
消
火
器
用
消
火
薬
剤
又

は
泡
消
火
薬
剤
」を「
消
火
器

等
」、「
業
と
し
て
消
火
器
等

を
使
用
す
る
者
そ
の
他
の
業

と
し
て
消
火
器
等
を
取
り
扱

う
者
」を「
取
扱
事
業
者
」と

定
義
し
て
、
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
含
ま
れ
る
消
火
薬
剤
（
以

下
「
泡
消
火
薬
剤
等
」）
の
取

扱
い
等
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
な
義
務
を
課
し
て
い
る
。

・
ポ
リ
タ
ン
ク
等
に
入
れ
て

流
出
を
防
止
で
き
る
床
仕
上

げ
と
し
た
屋
内
に
保
管
す
る

・
容
器
等
に
は
適
切
な
表
示

を
す
る

・
移
替
え
の
際
に
飛
散
や
流

出
を
防
止
す
る
措
置
を
と
る

・
定
期
的
に
点
検
し
、
記
録

を
作
成
し
て
保
管
す
る

・
漏
出
し
た
場
合
に
は
速
や

か
に
必
要
な
措
置
を
と
る

・
保
管
数
量
等
を
記
載
し
た

帳
簿
を
作
成
し
て
保
管
す
る

・
訓
練
や
点
検
で
放
出
し
た

泡
薬
剤
等
は
回
収
す
る

な
お
、
実
火
災
の
消
火
に

用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
制

限
は
な
い
。

ま
た
、
同
じ
10
年
9
月
に

経
済
産
業
省
化
学
物
質
安
全

室
か
ら
、「
消
火
器
・
泡
消

火
薬
剤
等
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
と
い
う
通
知
が
出
て
お

り
、
譲
渡
・
提
供
す
る
場
合

の
表
示
義
務
（
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
含
有
率
、
注
意
事
項
、

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
、
禁
止
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま
れ
る
消
火
薬

剤
に
つ
い
て
は
、
川
上
か
ら

川
下
ま
で
一
応
の
対
策
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
飲
料
水
に
含
ま
れ

る
禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
暫
定
目

標
値
を
超
え
て
い
る
の
に
汚

染
源
が
特
定
で
き
ず
対
策
が

と
れ
な
い
と
か
、
禁
止
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
人
体
に
対
す
る
影
響

が
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か

ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い

た
め
に
、
必
要
以
上
に
怖
が

っ
た
り
、
逆
に
危
険
性
を
無

視
し
た
り
す
る
な
ど
の
問
題

も
出
て
来
て
い
る
。
消
火
薬

剤
に
つ
い
て
は
、
禁
止
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
て
い
た
消
火
性

能
が
低
下
す
る
こ
と
に
対
す

る
対
策
も
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
し
ば
ら
く
は
、

禁
止
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
消
火
薬
剤

の
問
題
か
ら
目
が
離
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

表
示
者
の
連
絡
先
）
が
追
加

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
禁
止
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
環
境
排
出
抑
制
の

た
め
、
可
能
な
限
り
早
期
に

代
替
品
へ
の
切
り
替
え
を
要

請
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
環
境
規
制

以
上
の
ほ
か
に
、
禁
止
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
は
、
水
質
汚
濁
防

止
法
（
以
下
「
水
濁
法
」）
と

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
（
以
下
「
廃
棄

物
処
理
法
」）の
規
制
が
か
か

る
。23

年
２
月
に
水
濁
法
施
行

令
が
改
正
さ
れ
、
水
濁
法
第

２
条
第
４
項
に
規
定
す
る
指

定
物
質
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
そ

の
塩
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
及
び
そ
の

塩
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
改

正
に
よ
り
、
事
故
や
災
害
に

よ
り
こ
れ
ら
を
含
む
泡
消
火

剤
が
漏
洩
し
、
河
川
へ
の
流

出
や
地
下
へ
の
浸
透
に
よ

り
、
人
の
健
康
や
環
境
を
汚

染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
、
応
急
措
置
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
速
や
か
に
事
故
の

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
問
題
と
消
火
薬
剤

地
水
火
風
牧
野

恒
一


